
1997年出上の木簡

兵
序

猪
名

庄

遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
兵
庫
県
尼
崎
市
潮
江
字
東
大
寺

２
　
調
査
期
間
　
　
第
三

一
次
調
査
　
一
九
九
七
年

（平
９
）
一
月
―
六
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
尼
崎
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
岡
山
真
知
子
・
爾
宜
田
佳
男
。
大
久
録
浩
二
・矢
口
裕
之
・

氏
平
昭
則

。
山
上
真
子

。
渡
辺
　
昇

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

命
壮
園
遺
跡
）

６
　
遺
跡
の
年
代
　
古
墳
時
代
―
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

猪
名
庄
遺
跡
は
、
猪
名
川
下
流
域
の
低
湿
地
に
広
が
る
初
期
荘
園
遺
跡
で
あ

る
。
猪
名
庄
は
、
東
大
寺
領
の

初
期
荘
園
と
し
て
絵
図
も
伝
わ

り
、
荘
園
研
究
史
上
者
名
な
荘

園
で
あ
る
が
、
今
ま
で
そ
の
遺

跡
の
実
態
は
不
明
で
あ
っ
た
。

今
回
の
調
査
は
Ｊ
Ｒ
尼
崎
駅

北
再
開
発
に
伴
う
発
掘
調
査
で

あ
る
。
調
査
面
積
が
正
三
〇

〇
♂
と
広
か
っ
た
こ
と
も
幸
い

し
て
、
あ
る
程
度
遺
跡
の
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。

調
査
地
は
市
街
地
化
し
て
お
り
、
旧
地
形
は
明
瞭
で
は
な
い
が
、
多
く
の
洪

水
を
被
り
複
雑
な
地
形
を
呈
し
て
い
た
。
標
高
は

一
―
二
ｍ
を
測
る
。
検
出
し

た
遺
構
の
年
代
は
、
古
墳
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
わ
た
る
。
木
簡
は
鎌
倉
時
代

の
井
戸
Ｓ
Ｅ
〇
七

・
Ｏ
人
か
ら

一
点
ず
つ
出
土
し
た
。

Ｓ
Ｅ
〇
七
は
、
井
筒
に
曲
物
を
利
用
し
た
井
戸
で
、
井
側
は
確
認
さ
れ
て
い

な
い
。
木
簡
は
蘇
民
将
来
札
で
、
曲
物
上
部
の
埋
土
か
ら
少
量
の
須
恵
器

。
瓦

器
と
と
も
に
出
土
し
た
。
土
器
の
年
代
か
ら
、
Ｓ
Ｅ
Ｏ
七
の
廃
絶
時
期
は

一
二

世
紀
末
頃
と
考
え
ら
れ
る
。

Ｓ
Ｅ
Ｏ
人
は
、
井
戸
構
造
が
残
存
し
て
お
ら
ず
、
掘
形
だ
け
が
素
掘
り
の
状

態
で
確
認
さ
れ
て
い
る
。
木
簡
は
呪
符
の
可
能
性
が
あ
る
。
共
伴
し
た
須
恵

器

・
土
師
器

・
瓦
器
か
ら
、
Ｓ
Ｅ
Ｏ
七
と
同
時
期
の

一
二
世
期
末
頃
の
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

今
回
の
調
査
で
は

一
五
基
の
井
戸
を
検
出
し
て
い
る
が
、
大
半
の
井
戸
は
Ｓ

Ｅ
〇
七

・
○
人
と
ほ
ぼ
同
じ
時
期
の
も
の
で
、
そ
れ
に
伴
う
掘
立
柱
建
物
も
多

数
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
当
遺
跡
の
遺
構
の
ピ
ー
ク
に
な
る
時
期
と
考
え
ら
れ

る
。
た
だ
、
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
前
期
の
猪
名
庄
と
直
接
つ
な
が
る
か
ど

う
か
は
不
明
で
あ
る
。
次
に
述
べ
る
初
期
荘
園
の
遺
構
に
比
較
す
る
と
、
通
有

の
集
落
の
様
相
を
呈
す
る
。

奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
の
初
期
荘
園
の
遺
構
と
し
て
は
、
倉
庫
な
ど
の
大

型
建
物
を
検
出
し
た
。
こ
の
時
代
の
木
簡
は
出
土
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
墨
書

(大阪西北都 )



土
器
が
数
点
出
土
し
て
お
り
、
特
に
Ｓ
Ｅ

一
六
か
ら

一
括
出
土
し
た
土
器
群
が

注
目
さ
れ
る
。
井
戸
枠
内
に
埋
置
さ
れ
て
い
た
六
点
の
土
師
器
皿
の

一
点
に

「西
庄
」
の
墨
書
が
み
ら
れ
、
他
の
三
点
に
も
記
号
と
思
わ
れ
る
墨
書
が
記
さ

れ
て
い
た
。
皿
の
タ
イ
プ
は
複
数
あ
り
、
平
城
京
と
同
じ
タ
イ
プ
の
も
の
と
、

地
元
産
と
思
わ
れ
る
タ
イ
プ
が
混
在
し
て
い
る
。
こ
の
他
、
包
含
層
出
上
の
墨

書
土
器
に
、
謗

平

□
私
国

が
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

い

　

「
蘇
民
将
来
子
孫
宅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（晨
×
∞受
∞
目

下
部
は
欠
損
し
て
い
る
。
上
端
は
両
方
か
ら
削
り
出
し
、
わ
ず
か
に
圭
頭
状

に
し
よ
う
と
し
た
意
図
が
認
め
ら
れ
る
が
、
丁
寧
で
は
な
い
。
墨
痕
の
遺
存
状

況
は
■
ち
ま
ち
で
あ
る
が
、
ほ
ぼ
全
文
字
が
判
読
で
き
る
。
下
端
に
墨
痕
が
見

ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
下
に
続
く
文
字
は
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
裏
面
に
も

文
字
は
認
め
ら
れ
な
い
。

②
　
　
（符
篠
ヵ
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（⇔∞）×
（Ｐ卜）×
∞
寓
Ｐ

文
字
は
全
く
確
認
で
き
な
い
が
、
符
篠
の
可
能
性
の
あ
る
三
本
の
線
が
か
す

か
に
認
め
ら
れ
る
。
呪
符
木
簡
の
可
能
性
が
あ
る
が
、
断
定
は
で
き
な
い
。
上

０ ３

出

下
左
右
と
も
割
れ
た
断
片
で
あ
る
。

９
　
関
係
文
献

兵
庫
県
教
育
委
員
会
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
務
所

『平
成
八
年
度
　
年
報
』

（
一
九
九
七
年
）

同

『
平
成
九
年
度
　
年
報
』
盆

九
九
八
年
）

（渡
辺
　
昇

〈兵
庫
県
教
育
委
員
会
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
務
所
》

「□
私
□
」
　
　
　
　
　
１

―
(1)
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S E16・ 包含層出土墨書土器
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